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養護実習校における歯みがき指導に関する一考察
梶原京子 　福田弘美 　津島ひろ江
は じ め に
厚生労働省の平成年の歯科疾患実態調査による
と，乳歯と永久歯（ 

歳未満）において，処置完
了者の率は（前回平成 
年）となっ
ており，処置状況の改善が認められている．またう
蝕有病者率は（前回	）で	の減
少が認められているものの，依然，高いう蝕有病率
を示していることが報告されている．特にこの時
期は永久歯への交換，口腔機能の発育，歯周疾患な
どが学校歯科保健上の課題になっており，歯みがき
指導，フッ素洗口法，さらには食生活習慣の見直し
などの予防教育が必要である．
学校においては，（平成 ）年に発達段階に
即した歯みがきの到達目標が改正された ．さらに，

（平成 ）年度から新しい歯・口腔の健康診断
が実施されることになり積極的に健康の度合を測定
して，健康度をより高めるための改正内容となって
いる．
そこで，本研究では，月の歯の衛生週間に養護教
諭の教育実習（以下養護実習という）を行った学生
をとおして，小・中学校における歯の保健指導，特に歯
みがき指導に着目して，実態調査を実施した．その実
態を学校保健のみでなく，歯科保健の動向を取り入れ
て分析し，その得られた結果を「養護実習指導論」
の演習に生かす基礎資料とすることを目的とした．
研 究 方 法
．調査の対象
		年 月の 週間に養護実習を実施した校
（小学校校・中学校 校）の学生を対象とした．
．調査期間
		年 月日から 月日とした．
．調査方法
調査には，無記名で自記式による質問紙を用いた．

日間の留め置きを経て，回収した．校のうち校
（小学校
校・中学校 校）から回答を得て分析の対
象とした．「実習校における歯みがき指導に関するアン
ケート」を用い，その質問の内容は，歯みがき指導の対
象学年，指導の機会，指導回数，指導時間，歯ブラシ
の確認，指導導した歯みがき方法，使用教材，教材
の情報源，指導後の自己評価など 項目とした．
．倫理的配慮
調査で得られた結果は，本研究以外の目的で使用
することは一切せず，調査協力校が特定できないよ
うに処理を行うことで養護実習を実施した学生の同
意を得た
結 果
．実習校における歯みがき指導の実態とその機会
養護実習校と，その期間に歯みがき指導を実施し
た学校の実態は表 のとおりであった．養護実習校
校中，校（
）から回答が得られた．その
中で歯みがき指導を実施されていた学校は，小学校
で校中，校（），中学校では 校中，校
（		）であった．
歯みがき指導の対象学年は，小学校では，全学
年で実施されていた．その中で，特に 年生が校
（

），年生が 校（	）と，多くみられた．
一方，中学校では全学年において実施されていた．
また，複数学年で実施されている実習校もあった．
実習期間中の実施回数は，小学校，中学校いずれ
も 回が多く，回以上が 校（）みられた．
指導機会は，特別活動の授業時間（約
分）とし
ての位置づけが，小学校では校（），中学校
では 校（
）あり，学級の授業として指導した
学校が多かった．短時間（約	分）の指導は，小学
校では 校（），中学校では 校（
）あっ
た．その他，昼休憩・保健だよりなどの機会に指導
した学校もあった．
．歯みがき指導の内容
歯みがき指導の具体的内容については，表 のと
おりであった．適した歯ブラシを使用していたかど
うかの確認は，小学校では	校（

），中学校で
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表  実習校における歯みがき指導の実態とその機会
は 校（
	）で行われていた．使用教材は，小学
校，中学校のいずれも歯ブラシが最も多く，その他，
歯の模型，手鏡，染色液を教材として使用していた．
指導案など教材作成の際の情報源は，インター
ネットが校（
），図書校（
	），専門雑
誌校（）であった．
学校現場においてよく指導してきたローリング法，
フォーンズ法，スクラッビング法の指導実態をみる
と，中学校ではいずれの学校においても前述の 方
法の全てを指導しているが，小学校でも，方法の
いずれかで指導している実習校が約	みら
れた．その他の方法で指導している実習校は半数以
上であった．
指導した歯みがきの方法を校種別，学校別にみる
と表 のとおりであった．ローリング法，フォーン
ズ法，スクラッビング法の 方法については，指導
している学校は 方法ともに指導していることと，
指導している学校としていない学校との比率が約
半々であった．
その他の方法を指導している学校は，小学校
校
と中学校 校の合わせて校あり，具体的な記述内
容は，次のとおりであった．

小学校の低学年
・ 才臼歯の場合は歯ブラシを口角から挿入し
てみがく
・ 萌出直後の永久歯は歯ブラシを口角から挿入
してみがく
・ 歯ブラシの速度は一定にし，小刻みに優しく
動かす

小学校の中学年
・ 歯ずつ丁寧にみがく

小学校の高学年
・ 歯間部，小窩裂溝部，歯頚部など歯垢が付着
しやすいところに重点をおいてみがく
・ 歯ブラシは歯面に直角に当てる，舌側はかき
出すようにみがく
・ 前歯は歯面を 側面に分け，縦，横にみがく
・ 歯ブラシの持ち方，力のかけ方

中学校
・ 歯肉炎に重点をおいて指導する
さらに，養護教諭や歯科衛生士などと連携して複
数で指導しているという記述もあった．
考 察
．発達段階をふまえた歯みがき指導方法のあり方
児童生徒に指導する歯みがきの方法は，「発達段階
に即した歯みがきの到達目標」（表 ）に示した
ように年齢に応じた指導が必要である．学童期は，
口腔領域の成長発達面では，形態的に最も変化の著
しい時期で，歯科的には混合歯列期であり，乳歯か
ら永久歯への変換過程の時期にあたる	．この時期
の歯みがき指導は重要であり，生活習慣として獲得
させていく必要もある．
そこで，実習校で実施されていた歯みがき指導方
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表  歯みがき指導の内容
表  歯みがき方法の指導一覧
法が発達段階の到達目標に関連していたかどうかに
ついて分析する．
低学年の目標は，第 大臼歯のかみ合わせ面がき
れいに磨けること，前歯の外側がきれいに磨けるこ
とである．実施した内容も，第 大臼歯に歯ブラシ
を口角から挿入してみがく，前歯の外側がきれいに
みがけるように歯面を つに分けて縦みがき横みが
きを指導していた，という目的に応じたものであっ
た．第 大臼歯の萌出直後は，第 乳臼歯の後方に
位置するため歯ブラシの毛先が歯にあたりにくい状
態にあるので，ローリング法やスクラッビング法で
は十分に歯垢を除去することは困難になる．う蝕罹
患率も高く萌出後 年以内にがう蝕に罹患し
ている
と報告されている．
中学年の目標は，前歯の内側がきれいにみがける，
小臼歯がきれいにみがけることである．実施した内
容では，前歯の内側は指導されていなかった．萌出
直後の永久歯は歯ブラシを口角から挿入してみがく
ことを指導していたが，これはこの時期萌出する小
臼歯を指していると思われ目標にそった指導と考え
る．この時期は，う蝕予防だけでなく，歯肉炎予防
の歯みがきも必要になる．咬合面だけでなく歯頸部
にも歯ブラシの毛先を当ててみがくことがこの学年
から必要である．
高学年の目標は，犬歯，第 ，第 大臼歯がきれ
いにみがける，すべての歯をきれいにみがくことが
できる，歯みがきによる歯肉炎の改善である．実施
した内容は，全ての歯をみがくために，歯間部，小窩
裂溝部，歯頚部といった歯垢が付着しやすいところ
に重点をおいてみがく指導がされており目的にそっ
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表  発達段階に即した歯みがきの到達目標
た内容といえる．しかし，歯肉炎の指導はみられな
かった．第 大臼歯の歯みがき方法は第一大臼歯の
場合と同様であるが，完全に萌出した場合には歯ブ
ラシの毛先は歯の歯頸部，歯間部の歯垢が付着しや
すい部位へ当たるように行う必要がある．永久歯
が完全に萌出すると歯間部の清掃は歯ブラシだけで
は困難になる．そのため補助的清掃用具としてデン
タルフロスの使用も有効である．フロッシングを実
施したことにより小学生の歯肉の炎症が改善された
という報告もあり，教材のひとつとして活用
していく必要がある．
中学校の目標は，小学校高学年と同様である．実
施した内容は，みがき残しがないようにみがくこと
や歯肉炎についても指導されていたが，歯みがき方
法は従来からのローリング法等 方法で指導されて
いた．具体的には歯のどの箇所に歯垢が付着してい
るのかを確認し，歯ブラシの毛先が歯面や歯頸部に
当たり歯垢が除去できたかが重要である．また，う
蝕予防のための歯みがきだけでなく，歯肉炎予防，
改善のための歯みがきやフロッシングは必要である．
今回，高校での指導校はなかったが，学校の歯科検診
でう蝕についての認識は
あるが，歯肉炎について
はにすぎないという報告があり，早い時期か
らの歯肉炎についての知識は必要であると考える．
．専門職との連携
教材の情報をインターネットや専門雑誌等で得て
教材も作成し，満足のいく指導ができたと自己評価
していたが，改善する必要があるというものも半数
いた．
歯みがき指導の時間についても，特別活動の時間
が多かったが，小学校の保健学習の内容に病気予防
として「口腔の衛生」が例示されている．保健学
習の時間も含めて，指導の機会は多くあり各々の機
会をいかした指導内容を考えることが大切である．
また，歯みがきが歯の 本 本まで行き届くために
は，条件に合った歯ブラシを用いること が大切
になってくる．歯ブラシの確認も重要なポイントに
なる．
指導に関しては，歯科衛生士と連携して教材を作
成した効果的な指導法 もあり，授業を展開して
いく方法について，一方的に知識を与えるだけでな
く児童生徒自身が気づき解決していく姿勢で臨みた
い．また，月には学校保健法で規定されてい
る定期健康診断も実施されていることもあり，年齢
別，学年別のデータに基づいたもので指導すること
も可能である．う蝕に罹患している歯を提示し関心
を持たせて，自分の口腔内との関連から要点を押さ
えることができる．児童の実態を把握している養護
教諭のアドバイスをとり入れ，歯科衛生士や担任と
連携して複数で指導するという実習校もあった．具
体的には，歳臼歯を「歯の王様」と呼称し，磨き
方やクラスのう歯がどの歯に多いかをシールで貼っ
て説明するなど，ポイントを押さえた指導であっ
た．このように，指導や教材作成に際しても養護教
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諭をはじめ，担任，歯科校医，歯科衛生士と連携を
もつことで効果的な指導に繋がるといえる．また，
今後の歯みがき指導として， 自分の口腔内の状
態を把握するために，染色液を使用する前には，歯
数，歯列，歯肉の色を手鏡で見てから始める，また，

歯科検診の結果で「要観察歯（
   !）」と診断された歯には，
う蝕予防処置として歯みがきに加え，小窩裂溝填塞
法（フィッシャーシーラント）やフッ化物溶液塗布
法があることを知らせる，などが含まれる必要があ
ると考える	
．
．今後の課題
集団指導を行う場合に，歯に課題をもった児童生
徒への配慮や理解が必要である．児童生徒の口腔内
は一人ひとり異なっているので，集団指導の際には，
その状態を把握することが大切になってくる．
歯列不正や口唇口蓋裂等により矯正装置を装着し
ている場合は，より汚れが付着しやすいため，歯ブ
ラシの大きさや磨き方にも工夫が必要になる．この
場合歯ブラシは小さめを使用し，特に装置の箇所に
付着した汚れを重点にブラシを立てて 歯ずつみが
く工夫が必要である．
肢体不自由児や知的障害児には口腔内にも特徴が
みられることがあるので，注意して把握する必要が
ある．例えば，脳性麻痺ではエナメル質形成不全，
過剰歯，部分的な歯牙先天欠損がみられる．また，
歯みがきが十分に行えないため口腔内状態の清潔を
保てず，う蝕の多発や歯肉の炎症もみられる．てん
かんをもつ児童生徒には薬物使用による歯肉の炎症
もみられることも認識する必要がある．
このような児童生徒に対しては，学校歯科医や主
治医，歯科衛生士などの専門職と連携して，個人カ
ルテを作成するなど，個々のペースに添って指導を
展開していくことも必要である．
したがって，集団で指導する時に，集団指導の後
でも必要に応じて養護教諭が保健室で個別指導を行
うことについて，伝えておくことは意味のあること
だといえよう．
お わ り に
養護実習校における歯みがき指導の実態を調査し
た結果，実習前に行われる「養護実習指導論」（演
習）における歯の保健指導教材の作成と歯みがき実
習に次の示唆を得ることができた．
 月の養護実習期間においては，小学校・中
学校のいずれにおいても歯の保健指導が行わ
れていた．小学生期は乳歯から永久歯への変
換過程における混合歯列期にあるため，特に
歯の萌出期に着目した歯みがき方法の指導が
重要である．また，高学年からは永久歯の完
全萌出と歯肉炎に着目した指導が重要である．
 ローリング法，フォーンズ法，スクラッビン
グ法のみならず，発達段階に即した歯みがき
方法を指導するためには，歯科保健に関する
新しい情報の収集が必要である．
 集団を対象とした指導においても，常に歯列
不正，装置装着中，口唇口蓋裂，慢性疾患，心
身障害など特別のニーズをもつ児童生徒への
配慮が必要である．養護教諭，学校歯科医，
主治医，さらに歯科衛生士など専門職との連
携による個別指導も学校歯科保健では不可欠
であり，今後の課題とされた．
アンケート調査にこころよく協力していただきました皆
様に感謝いたします．
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 梶原京子・福田弘美・津島ひろ江
会誌，，．
）葭原明弘，深井浩一，両角祐子，廣富敏伸，宮崎秀夫：小学校におけるデンタルフロスを用いた保健指導による歯肉炎
の改善 　	ヵ月後の評判．口腔衛生学会雑誌，（），，
．
）森下真行：ブラッシング習慣と口腔の健康．日本健康教育学会誌，，，	．

）森下真行，徐淑子，原久美子，松本厚枝：高等学校における学校歯科保健活動に関する研究 第 報．歯科保健指導が健
診結果の認識と受療行動に与える影響，口腔衛生会誌，，，．
）前掲書 ）
）大谷広明（監），松田裕子，佐野孝子，近藤いさを（編）：歯ブラシの選択基準．新歯ブラシ事典，（），学建書院，
東京，，．
）宍戸則子：混合歯列を歯ピカにする技あり  地域人材連携を活用して ．健康教室
，	
，
．
）藤好未陶：新学習指導要領に対応した新しいスタイルの小学校歯科保健学習の検討．口腔衛生学会雑誌，（），
	，
．
	）安井利一，西連寺愛憲（編）：児童生徒の健康課題．学校歯科保健の基礎と応用，（），医師薬出版株式会社，東京，
，
，．
）薄井司文歩，黒羽加寿美，戸田真司，川村和章，木本一成，平田幸夫，荒川浩久： 年間のフッ化物洗口法プログラム
によるう蝕抑制効果．神奈川歯学，（），

，
．
）前掲書 	）
）赤阪文男：障害児の発達段階からみた歯科保健の目標と内容及び活動のあり方．日本学校歯科医会会誌，，
，

．
（平成年月日受理）
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